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ワンポイント
株式会社モリ・フロッキー
Ｔシャツプリント業者が挑む！
革新的ハイブリット印刷システム

　モリ・フロッキーが約２０年前に始めたＴシャツのプリント加工事業が近年、売り上げを
伸ばしている。現在は全売り上げの７～８割を占め、主力事業に成長した。従来の体操服へ
のプリントで培った安定した技術力やプリント加工から梱包、発送までをワンストップで提
供する事業内容が顧客から評価を得ているという。

２０年前にＴシャツの仕事を開始 ハイブリッド印刷の設備を導入

生産時間を６５％短縮

３月１日は
オリジナルＴシャツの日

　モリ・フロッキーは１９７３年に会社を設立し、服
や帽子にプリント加工の１種であるフロッキー加工
を手がけた。フロッキー加工はフェルト状の層を服
などに接着させる技術で、学生服メーカーや大手
企業から体操服や帽子、工場内で着用する作業服
などへのフロッキー加工を受注したという。約２０
年前から新規事業として、Ｔシャツのプリント事業
を始めた。国内でＴシャツを製造する会社が設立さ
れ、プリント加工を受託できないかと「相談を受けた
ことが始まり」（森敬太郎専務）という。学生服メー
カーの仕事は秋から冬に集中しており、春から秋に
かけてＴシャツの仕事を手がけた。当初は補完的な
仕事だったが、今では主力の事業に成長した。

　Ｔシャツのプリントは大きく二つの手法がある。
一つは従来の「シルクスクリーン印刷」で１色ごとに
版を作成し、１色ごとにプリントする。顧客の要望に
対して１色から対応できるので低廉で大量生産に
向いている。だが、画像をそのままプリントするなど
複雑なデザインには向いていない。一方、近年増え
ているのが「インクジェット印刷」。画像などのデー
タをそのままプリントでき、Ｔシャツ１枚から生産可
能。だが、インク代が高いのが課題という。そこでモ
リ・フロッキーがものづくり補助金を活用し、導入し
たのは「ハイブリッド印刷システム」の設備。シルク
スクリーン印刷とインクジェット印刷の「良いとこ取
りをしたシステム」（森専務）という。

　ハイブリッド印刷システムは特殊仕様のシルクス
クリーン回転機、ハイブリッド印刷機、低炭素型乾
燥機で構成し、２０２３年に導入した。Ｔシャツのプ
リントでは、下地となる白色をシルクスクリーン印
刷で行い、その後、下地の上にハイブリッド印刷機
で複雑なデザインをプリントする。２段階のプリント
にすることで、生産時間の短縮とコストの削減につ
なげる。生産時間の短縮は計画通り、従来比６５％
短縮を実現した。スマートフォンで撮影した画像を
Ｔシャツにプリントするなど「オリジナルＴシャツの
需要は増える」（森専務）と見ている。ハイブリッド
印刷などのデジタル部門を強化し、さらなる成長を
目指す方針だ。

　モリ・フロッキーによるとカ
スタムプリントＴシャツの国内
市場は約５００億円で年々成長
しているという。２０１３年に
日本オリジナルＴシャツ協会が
設立。３月１日を「オリジナル
Ｔシャツの日」と定めて啓発イ
ベントなどを開いている。また
オリジナルＴシャツの生産する
人および販売する人を対象とし
た検定試験を実施し、合格した
人を「オリジナルＴシャツソム
リエ」として認定している。

主力生産拠点である倉敷市の本社工場 約２０年前にＴシャツのプリント事業を開始

ものづくり補助金でプリント後の乾燥機も導入
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